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            総合球技場とヴァンフォーレ甲府 

     平嶋 彰英 

（地⽅職員共済組合理事⻑、⽴教⼤学特任教授、元⼭梨県総務部⻑） 

 私がこれから申し上げることは、とにかく総合
球技場を早く造って欲しい、ということです。偏っ
ていると思われるかもしれません。ある意味、偏っ
ています。VF 甲府のサポーターの⼀⼈として、ぜ
ひ作って欲しいという当然の気持ちをもっていま
すから当然です。が、そのことを前提にしても、総
合球技場の意味を、若⼲勘違いしておられる⽅も
多いんじゃないか、と思ってお話し申し上げます。 
 この左側の写真は 2000 年のヴァンフォーレ（Ｖ
Ｆ）甲府です。⾒てほしいのはプレーじゃありませ
ん。選⼿の胸と後ろの観客席です。私は、その頃、

⼭梨県庁勤務でしたので、ホームゲームはほぼ毎試合⾏っておりましたが、スポンサーがついてない、
後ろのスタンドを⾒るとガラガラ、という状況だ
ったのです。ワールドカップの２年前で、W 杯に
おける⽇本のエースは中⽥英寿君（甲府市出⾝）
であることが分かっているのにＶＦ甲府は潰れそ
うになっていた。これはいかんということで、上
の左下の写真のとおり、深沢孟雄社⻑さんが天野
建知事に⽀援をお願いし、それを契機に上の真ん
中のとおり会員サポーターの存続署名募集も始ま
りました。そして、上の写真の右下のとおり J リ
ーグから川渕チェアマンも来て⽀援してくれまし
た。その結果、右の写真のとおり、主要株主４者
（⼭⽇ＹＢＳ、⼭梨県、甲府市、韮崎市）が集まって⼀年間続けましょうということになった。その時

に平均⼊場者数 3000 ⼈などの⽬標を⽴てまし
た。結果として⾒事に⽬標を達成したわけです。
が、3000 ⼈という⽬標は実質的に前年の倍以
上、「解散のための理由作り」とも⾔われたと、
2013 年のヴァフォーレ後援会会報「ヴァンす
ぽ」は書いています。 
 当時、その⽬標を設定するのと合わせて、私
は、⼭⽇ YBS グループの野⼝社⻑さんにお願
いをして、⼭⽇ＹＢＳグループから優秀な⼈を
社⻑に出して下さいとお願いをしました。そう
したら、指名されたのは海野さんでした。海野
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さんは指名直後にあいさつにこられた時、本当に
怒っておられました。「何でおれがこんなことし
なきゃならないんだ」と机を叩いて怒っておられ
ました。私は「海野さん、ここで VF 甲府を⽴て
直せば、⾃分の天下ですよ。⼭梨だけでなく全国
で有名になりますよ。」となだめたんですが、海野
さんは納まらない。「そんなこと⾔ったってどう
せそのうち東京に帰って、⾒向きもしないんだろ
う。」と⾔い、それに私は、「いや、そんなことな

いです、ずっと応援します」と⾔いまして、⾔った
ことは守らなきゃいかんと、そんな関係で今でも
よく試合を⾒に来ている次第です。その時、海野さ
んと⼀緒に VF 甲府に来られたのが、今の社⻑の輿
⽔さんです。⼤変なご労苦をおかけしました。 
 当時、私は、この平均⼊場者 3000 ⼈の⽬標を作
った際、だいたい８割⽅はいけるんじゃないかと
思っていました。で、海野さんが社⻑になった時に
は、これで「９割ぐらいは⼤丈夫」と思いました。
海野さんがやり⼿で、ガッツのある⼈であること
をよく知っていましたから。実際、その後は私が
やるべきことは、そして実際にしたことは、海野
さんがやることを黙って⾒守って、応援するだけ
でした。皆さんご存じのように、うちわセールス
をやるとか、ボランティアをお願いするとか、⼩
さい看板をいっぱい⽴てるとか、本当にアイデア
あふれることを⼀⽣懸命海野さんは⼀杯やって下
さいました。⼭梨の⼩瀬はボランティアが多いこ
とでも有名です。クラブの地域貢献活動がきっか
けになって VF を応援している⼈が多いことでも
知られています。そして、⾒事に⽬標を達成され
た訳です。前述の「ヴァンすぽ」には、存続三条件について「いま冷静に振り返ってみると、これらの
条件は『プロクラブとして最低限必要なこと』とも書いていただいています。そして、⼭梨でも達成で
きる数字だということも、今になれば分かります。なお、この平均観客動員数 3000 ⼈は、今、Ｊリー
グのＪ２昇格の基準の⼀つとなっています。地域に根差すクラブでないとＪ２に昇格できないというこ
とになっている訳です。 
 その後の VF の順位の推移です。最初は 10 チーム中 10 位、2000 年は 11 チーム中 11 位、2001 年は
12 チーム中 12 位と３年間連続の最下位でした。しかし、経営危機の後、⼤⽊監督のもと、2005 年の⼊
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れ替え戦を経て 2006 年
にＪ１に昇格しました。
2008 年にＪ２に落ちて、
また上がって、2011 年に
Ｊ１昇格、⼀年でＪ２に
落ちて、また１年でＪ２
優勝、２０１３年にＪ１
に昇格して、それ以来、５
年連続 J１にいます。本当
に奇跡に近い成績です。
チーム、サポーターの努
⼒の賜です。しかし、私は
正直⾔うと、⼀般の県⺠

の皆さんが、５年連続 J１にいてＪ１にいるのが当たり前、危機感が薄れていて、また第 2 のピンチが
くるのではと⼼配しています。皆さんがこの、5 年連続 J１にいるのは奇跡だと⾔うことを、必ずしもご
理解いただいていないと思うのです。 
 申し上げたいのは、この VF 甲府の奇跡は、J リーグからみると希望の星であるということです。中⼩
県でもＪ１チームを運営できるという⽬標になっているのです。⼭梨県と VF 甲府が⽬標になっている、
それだけに恥ずかしいことはできないのではないでしょうか。Ｊリーグには、VF 甲府に⾜を向けて寝
られないという雰囲気があります。それはなぜか。J リーグは発⾜当初から⽇本中、中⼩の県までサッ
カークラブをつくっていくという構想を持っていました。ところが、VF 甲府の J２参⼊当時、景気が悪
くなって、横浜フリューゲルスが解散をしたりしていましたので、全国に広がるかどうか不安に感じて
いたんですね。J１のクラブ数を⾒ていただくと、18 クラブあったものが 1999 年に 16 と 10 で J１と J
２に分かれます。分かれた後、J２のチーム数は 2005 年まで 12 クラブだった。全然増えていません。
明らかに VF 甲府の経営危機を⾒て、中⼩の県はＪリーグのクラブを持てる訳がないと感じていた、全
国でそう思っていたん
でしょう。 
 ところが、ＶＦ甲府
が 2005 年にＪ１に上
がるのを⾒た後、2006
年 以 降 に 増 え 始 め 、
2014 年にはＪ１からＪ
３まで合わせて 52 ク
ラブ、現在では 57 クラ
ブある。26 だった 1999
年の倍以上になった。
それはＶＦがプロビン
チャ（県⺠クラブ）とし
て⽴ち直って⽬標とな
ってやってくれたおか
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げだ、と思っている。さっきご紹介し
た 2013 年の「ヴァンすぽ」で、「条件
をクリアし、着実に成⻑していくヴァ
ンフォーレ甲府の姿は、太企業のパッ
クアップがないクラブのサンプルケ
ースとなり、全国の⼩さなクラブに勇
気を与えたことは、想像に難くありま
せん。それが、来年 J3 をスタートさ
せるきっかけになったのみならず、全
国にたくさんの J リーグを⽬指すク
ラブを誕⽣させることになったので
す。」と書いているとおりです。しか
も今、５年連続Ｊ１。 
 でもＶＦの経常収益を⾒て下さい。経常収益はＪ１に上がった年に 13 億に上がって次の年に 16 億、
これがピークです。その後経常収益は 15 億前後で推移しています。 
 これには平均観客動員数も影響しているんですね。ピークは 2007 年の１万 3000 ⼈平均。現在は国⽴
競技場が建て替えのためホームゲームに使えなくなっていることもあって、１万⼈前後で推移していま
すね。何で１万⼈ちょっとにとどまっているか。⼀つはスタジアムのキャパシティです。⼩瀬の競技場
は１万 5,000 ⼈とされていますけれども、シートが独⽴していないフラットなシートのため実際にはそ
んなには収容できないんですね。それともう⼀つ、⾒づらいということがあります。それらは、後から
ご説明します。 
 さっき私は５年連続Ｊ１を奇跡だと⾔いました。厳しい現実ですが、通算すれば、J チームの成績は、
その経済規模に⽐例します。それでも⼤クラブが J2 降格したり、VF 甲府が５年連続して J1 でプレー
したりと番狂わせがあるのが⾯⽩いところですが、やはり経済規模が最も⼤きな要因であることは否定
できません。ＶＦ甲府の経常収益が 15 億円だと⾔いました。これはＪ１のチームの中で格段に離れて
最低です。2016 年でＶＦ甲府の次に少なかったコンサドーレ札幌、それでも J2 時代に 19 億円ありま
した。VF 甲府の平均⼊場者数１万⼈は最下位ではありませんが、ビッグクラブに⽐べるとかなり低い

状況です。VF 甲府を下回る柏レイ
ソルは⼊場料単価が違います。VF
甲府の⼊場料単価は最も安い⽅に
属しています。そういう中で 15 位
にいる。残り３試合、もちろん私だ
って、勝って残留を果たしてもら
いたいと強く、強く願っています。
しかし、こういう⾵な残留争いが
できる順位にいること⾃体、これ
はもう奇跡なのです。そのことは、
認識しなくてはなりません。15 億
円で５年連続Ｊ１にいること、⽐
べて下さい。例えば名古屋グラン
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パスはＪ２にいますが、2016 年の財政規模は 47
億円ですよ。ジェフ千葉だって 20 数億円です。
Ｊ１Ｊ２Ｊ３を合わせて、経常収益の順番にす
ると、甲府はＪ２の６番⽬です。⼊場者数でみて
もＪ２の３番⽬にしかならないんです。それな
のに、Ｊ１で残留争いをしている、⾃⼒残留の位
置にいる、それだけのコトを今、やっているんで
す。皆さんＪ１残ってくれないかと思っていて、
Ｊ２に落ちたら困るなと思っているかもしれま
せん。もちろん私も同感です。ただ、私は、ＶＦ
甲府のサポーターの皆さん、県⺠の皆さんには、
理解してほしい。この財政規模では、いつかはＪ
２に落ちることもありうるんだと。この規模で
Ｊ１に 5 年連続いること⾃体が奇跡だと思って
いただかなければいけません。それは選⼿、スタ
ッフ、サポーターが起こしてくれた奇跡です。な
ので、もし落ちたとしても、そんなことは起きて
ほしくありませんが、それでも経営陣とか、誰か
の責任を問うということはあり得ない話なんで
す。だってそうでしょう、「奇跡を起こせない責
任をとれ」なんて、ありえないでしょう。 
 そんな厳しい現状ですが、希望はもちろんあ
ります。悲観する必要もありません。ここまで⼤
きくなったＶＦ甲府です。もしＪ２に落ちても
今の規模の県⺠の皆さん、サポーターの皆さん

⽀援を続け、強化をしていければ、財政的にみて６位以内には⼊るレベルにあります。⼊場者数から⾔
えばＪ２の３位には⼊るレベルにあります。財政的に⾔っても、⼊場者数から⾔っても、６位以内に⼊
れる⼒はある。そうすれば必ず毎年、Ｊ１昇格へチャレンジするチャンスが来るはずです。ただ、今ま
で、Ｊ２に降格したときの財政規模は、１２億円くらいですから、そうなったらＪ２の１０位くらいに
なってしまう。何とか、１５億円くらいの規模は維持してほしい。 
 ⼀⽅で、Ｊ１に残り続けるくらいの⽔準まで、この 15 億円を増やすことができるか、と⾔われます
と、Ｊ１に残り続けるには最低 30 億円といわれていますので、かなり厳しいかと思います。しかし、
⼭梨県のＶＦ甲府が、Ｊ１へ度々昇格し、Ｊ２では並みいる⼭梨県より⼤きな県のクラブを抑えて、上
位にいる、それは、痛快なことではありませんか。でも、危機感はあります。中規模県のＪ２Ｊ３の後
発クラブが努⼒を重ね、環境整備を進めています。その中で、今の地位を維持するには、VF 甲府も環境
整備が必要です。このままでは、お隣の松本⼭雅ＦＣに越されてしまうのではないか、そんな危機感も
持っていることをお伝えしながら、スタジアムの話に移ります。 

J1 クラブの順位と経常収益、平均⼊場者数 
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 左の写真を⾒て下さい。⼀番熱⼼
なサポーターの⽅々が応援している
のが、ここゴール裏です。たくさん
旗が⽴っています。が、注⽬してほ
しいのはそこではありません。ここ
から⾒てグラウンドがどう⾒えるか、
⾒ていただけないでしょうか。ここ
からでは、選⼿のプレーが⼗分には
⾒えないことがお分かりいただける
かと思います。前列の⽅は、もっと
⾒づらいです。今、⼀番熱⼼なサポ
ーターは、こんなにもピッチが⾒に
くいところから、観戦し、応援して

くれているんです。 
 ⼀⽅で、これが柏レイソルのホーム
のバックスタンドです。ゴール裏との
距離を⾒ていただけませんか、こんな
に少ししかありません。これ、同じゴ
ール裏からみていても、別な競技に⾒
えかねないと思いませんか。それくら
い VF 甲府のサポーターは献⾝的な
応援をしていてくれるんですが、それ
に頼っていていいんでしょうか。 
 下の写真は、メーンスタンドから⾒
た時の感じを、中銀スタジアムと⽇⽴

台の柏のスタジアムで
⽐較してみました。上は、
⼩瀬の中銀スタジアム
のロイヤルボックスか
ら撮った写真ですが、こ
んな感じで、ピッチが遠
いです。⽇⽴柏台は、セ
アウェイ側からでも、こ
んな感じで、選⼿が⽬の
前を⾛ります。２００５
年の⼊れ替え戦では、バ
レー選⼿がゴールを⼊
れるたびにアウェイ席
にいた我々サポーター
のすぐ近くまで来てく
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れたものです。 
 右の写真は上が、ジェフ千
葉の本拠地のフクダ電⼦アリ
−ナです。Ｊリーグの基準に
沿って、全席に屋根がついて
いるのですが、屋根がついて
いると、サポーターのチャン
ト（歌）も⼤きく響き、選⼿を
⿎舞し、スタジアムに⼀体感
を作り出します。 
 なお、末尾に資料として付
けていますが、Ｊリーグには
スタジアムの基準がありま
す。基本的に今から造るもの
はスタンドに全部屋根を付け
て下さい、ということになって
います。席は甲府のようにフラ
ットの席ではなくて⼀つ⼀つ
の席にして下さいとなってい
る。それはいつかは守らなきゃ
いけないわけです。この写真
は、ずっと前に、天皇杯で勝ち
進み、ベガルタ仙台とユアテッ
クスタジアム仙台で対戦した
ときの写真です。このように屋

根があれば、この間のよう
な⼤⾬でも、サポーターも
⾬に濡れないで⾒ること
ができる。そして、サポー
ターの声も響きます。 
 左は、先⽇の⼤⾬の⽇に
来ていただいた神⼾のサ
ポーターの様⼦です。残念
ながら、現在のスタジアム
では、⼤変なご苦労をおか
けしてしまいました。私は、
東京から電⾞で来ること
も多いので、試合終了後に
は、そうしたサポーターの
⽅々と甲府駅で出会うの
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ですが、各地から来たサポーターの⽅々は、甲府の
駅でいっぱいお⼟産を買って帰っていただいてい
ます。経済にも相当貢献していただいているんです
が、遠くから折⾓来られる⽅々に、こんな苦労はお
かけしたくないと思われませんか。 
 で、左は我がサポーターの姿ですが、屋根がない
と、こういうことになる。晴れていれば、ＶＦ甲府
の試合は、対戦相⼿に関わらず⽐較的安定したそれ
なりの観客数がありますが、残念ながら、現在の⼩

瀬の中銀スタジアムは、⾬には勝てません。⾬だ
と、やはり観客数は減り、この前のような⼤⾬だ
と、5000 ⼈しか来ていただけない、ということに
なってしまいます。 
 もう⼀つ最後に⾒ていただきたいのは下の表
です。「○」が付いているのはサッカー専⽤スタジ
アムないし総合球技場をホームのスタジアムに
しているところです。Ｊ１ではほとんどが○が付
いていることが分かると思います。最近、やって
いるところはほとんどが専⽤スタジアムなんです。そして、Ｊ３のクラブでサッカー専⽤スタジアムな
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いし総合球技場が多いこともお気づきになるかと思います。こうしたクラブがそのうちに、底上げして
きてＪ２で争うようになるでしょう。下の写真の左下を⾒ていただきたいんですが、。これはＪ３のク
ラブ・⻑野パルセイロのために⻑野市が造ったスタジアムです。右下は、既に、サッカー専⽤の松本⼭
雅ＦＣのアルウィンです 

 
 できるだけ早く専⽤スタジアムを造るこ
とがサポーターを増やしていくことにもつ
ながります。また、県外からもたくさんお客
さんが来るようになります。そして、そうい
うチームがあれば、将来⼭梨の⼦供たちがサ
ッカー選⼿になり、⽇本代表になったり世界

に⾶躍するという夢を持つことが出来ます。現に、昨年、
VF 甲府の U12 はダノンカップというサッカーＵ１２の
世界⼤会で準優勝をしたではありませんか。ぜひ、早期
に総合球技場の建設をしていただき、夢を⼤きく広げて
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いけるようにしていただけるとありがたいと考えております。ご清聴ありがとうございました。 
 
筆者注）ご興味のある⽅は、Ｊリーグの下記の Website にある J.LEAGUE NEWS 特別版『スタジアム

の未来』をご覧いただければと思います。 
https://www.jleague.jp/aboutj/stadium/00.html 
 
 （2017 年 11 ⽉開催の「⼭梨総合研究所創⽴ 20 周年記念フォーラム」での基調講演から総合球技場
とＶＦ甲府に関係した部分を抜粋し、加筆、再構成しました。） 



Jリーグクラブの営業収益と平均入場者数（営業収益順）



Jリーグクラブの営業収益と平均入場者数（平均入場者数順）



Jリーグのスタジアムの基準（2017年度）


